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中華人民共和国地方教育行政官の来学
中 国 政 府の要請 によ り 、国際協 力事 業団 （J I CA) 
の委託と 文部省 の協 力のも と に、財 団 法人国際教育 交
流 馬場財団が平成 2 年度か ら 実施 し ている 「 中 園地方
教育 行政官 の日 本 における 教育 行政 の実 地研修」の第
2陣（平成 3 年度 ） の一行 （10人） が 、日 本 の地方 の
産官学 の連 携について 理解を 深め る た め 、去る 10月 23
日（水） 、10月 24 日（木） の両日 本 学 を 訪れ ま し た 。
一 行 は 、9 月 29 日 の来 日 以 降各 地で学校 や 企 業等 を
視察 、意見 交換を 精力的にこ な し て、日 本 における 研
修の最後 の地域 と し て富山を 訪れ た も ので す 。
第一日 目、午前 9 時20分 に本学 に到着 し た 張 天保
国家教育 委員会政策法規司司長 を 団長 と す る 一行は 、
事務局正面玄関 で 事務局職員によ る 歓迎の拍手 で 迎え
ら れ 、大会議 室 にお いて小黒学長 か ら 歓迎の挨拶を 受
けた 後 、 本学 の組織と 教育 研究 の概要 に関 す る 質疑 応
答を 中心 と す る 懇談 に入 り ま し た 。
企 小黒学長から歓迎の挨拶を受ける研修団の一行
引 き 続 き 、懇談 の場 を 工学部大会議 室 に移 し 、工学
部及び地域 共同研究 セ ンターの概要 について説明 を 受
けた 後 、多 工々学部長 、龍山地域 共同研究 セ ンター長 、
工学部評議 員及び関 係教官 等 を 囲み 、 産官学 の連 携に
か か る 大学 の役割等 について、充実 し た質疑応答が 行
わ れ ま し た 。 そ の際 、研修団 か ら 、無償で 共同研究及
び新技術 の開 発に携わ っ ている 教官各位 に対 し て敬意
が 表さ れ ま し た 。
当 日 の午後 は 、富山技術開 発財団 に移 動し 、産 業界、
県及び本 学 関
係者と 合同で
意見 交換が 行
われ 、県関 係
者 に対 し ては 、
産官学 の調 整
担 当 機関 とし
ての役割を 、
産 業界関 係者
に対 し ては 、
若 い研究者 の
育成や企 業に
おける 組織の
在 り 方 、社 員
教育等 につい
て、そ れ ぞれ d‘ 
熱心 に質疑 応
答が な さ れ ま し た 。
共同研究に関して の説明に、
真剣な面持ちで聞き入る研修員
（中 央は 張団長 ）
次 いで 、当 日 の研修日 程 を 終 え た一行 に対 し 、本 学
工学部生協 食堂においてミ本学 共同研究担 当 者 、国 際
交流担 当 者 ほか在学 中 の留学 生等 も 交え での盛大な 歓
迎会が開催 さ れ 、留 学 生か ら 余興が 披露さ れ る な ど和
や か に懇談が 行わ れ ま し た 。
研修日 程 二日 目、研修団 は 株式 会社 不二越 を 訪問 し
ま し た 。
は じめ に、同社 会議 室で 田中 弘義取 締役技術本 部長
か ら 歓迎の挨拶が あり 、次 いで 、中 国 語パンフ レ ッ ト
によ り 、昭和3 年 の操 業以来 技術開 発を指向し 、と り
わ け機 械技術 の極限 に挑戦し てき た こ と 、現在 は 、 生
産シ ステム 革 命に対 応し て多彩な ロ ボ ッ トシステム を
内外 市場 に供給し 、 工場 のF Aシ ステム 化を担 っ てい
る こ と な ど、同社 の事 業内容について説明 が あり ま し
円れ』。
引き 続 き 、展示館 、ロ ボ ッ ト工場 及び中 日工 場 を 順
次視察 し 、特に、同 社 の製品 で ある 各 種のロ ボ ッ トや
工 作機 械によ り F Aシ ステム 化さ れ ている 中 田工場 で
は 、玩具のよ う に工場 内を 走る 無人自 動車の動き に笑
み を こ ぼし な が ら も 、無人化さ れ た 生産ラインに感銘
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を受けた様子 で説明に聞き入って い ました。
品..... ザー
視察後、同社 の迎賓館「無遺閣」の庭園で記念撮影
をし、同社 技 術本部幹部職員を交え昼食を 取りながら
懇談しました。
株式会社不二越訪問 中随所で、教育行政官の 立 場か
ら、職員の学歴と職務内容との関係や社内教育の実 態
報 第327号
などの質 問が多く出され、その都 度丁寧な回答があり
予定時聞を超えて 活発 な意見交換が行われました。
最後に、張 天保団長から、有意義な研修となった
ことに謝辞があり、また、帰国後教育行政に反映させ
た い 旨抱負が述べられ、二日 間にわたる研修を修了し
ました。
本学入学試験に関し 一一一
高等学校長協会と大学との懇談会
電争4争4暑4暑4争4骨4酔4暑4暑4暑�
平成3年度高等学校長協会と大学との懇談会が、去
る10月 7 日 （月〉 午後から本学事務局大会議室で開催
されました。
こ の懇談会は、本学の入学試験について高等学 校の
理解を求めることを目 的に開催して い る もので、本年
度は、富山 ・石川両県の高等学校長協会から、協 会長
亀桝酔4酔司酔4酔4酔4酔4酔4酔4酔4酔4酔そ酔4酔4酔＜•＞＜•＞唖
等32 名の出席がありました。 本学からは、小 黒学長を
はじめ各学部長、教養部長、学生部長等が出席 して懇
談が行われ、特に、平成4年度入試から本学が分離 ・
分割方式による新し い 入試制度を採用す ることに関連
した質 問や要望について、2 時間 半にわたり熱心に懇
談が行われました。
企 富山・石川両県下から多数の高校長らが参集して開催された
懇談会
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平成3年度富山地区国立学校
事務電算化要員養成研修会
新たに16名の事務電算化要員を養成
各受講生は、 ワープ ロとは違い これまでな じみの 薄
かったコンビューターの取扱 い に戸惑い ながらも、 自
らが作成したプ ログラム によって所期の情報を 導き出
すことができ、事務電算化要員としての 今 後の活躍が
期 待されます。
昭和60年度から 毎年行われて い る事務 電算化要員養
成研修会が、去る9 月30日 （月）から10月 4 日（金）の 5
日間 にわたり、実施 されました。
こ の研修会は、事務電算化を より一層推進するため、
経験のない職員に対し、 電算処理を 行うために必要な
基礎的 な 知識 及び 技 術を 修得させる ことを 目 的とし、
今年度も昨年に引き続き、高岡短期大学、富山工業 高
等専門学校、富山商船高等専門学校からの参加を得、
16名の受講生が、連日充実したスケジューJレを 精力 的
に こなしました。
中でも、研修後 半約 40時間 を 費やしてのコボル プ ロ
グラム作成 ・実 習では、平均年齢31 才の若 い頭脳をフ
ルに使い 、実 習問題 と 取り組んで い ました。
初めて作成したプログラムを
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全日本合唱コンクール全国大会で「銀賞」
教育学部附属中学校 コーラス部は 、 去る9 月15日
（日） 富山県民会 館 で行われた 、 全 日 本合唱コンクー
ノレ中学校 部門 「富山県大会」 において金賞を受賞し、
富山県代表 として 、去る10月27日（日） 武蔵野音楽大学
べートヴェン ホール（東京都練馬区） で聞かれた第44
回全日本合唱コンクール全国大会（全日本合唱連盟、
朝日新聞 社主催） に出場しました。 中学校部門 は 今年
新設されたもので、全国各地 から推薦された45校 が出
演、 この中で 、見 事銀賞を獲得しました。
問中学校コーラス部は、52人編成の混声合唱団。 堀
江英一教諭の指揮、芹川真理（ 2年生 ） さんのピアノ
伴奏で 「地 球 があんまり 荒 れる日には」、「わが里程標」
の 2曲を歌 い上げました。
企 全国大会で見事「銀賞」 を受賞した間属中学校コーラス部
人 事 異 動
異動区分 発 令年月日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 ，谷ヂフ
採 用 3. 10. 3 伊藤 克江 事務補佐員（附属図書館）
3. 10. 16 沼田 高志 文部事務官（教育学部）
昇 任 3. 11. 1 浅井 尚子 講 師（経済学部） 助教授 （経済学部）
臨瑚甘任用 3. 10. 28 東海ゆかり 教 諭 （教育学部附属幼稚園 ）（～3. 12. 8) 
退 職 3. 11. 1 福島 春代 臨 時用務員（教育学部〕 平成3年10月31日限り退職した
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尚早d
事
平成 4年度の本学学生募 集要項が、去る10月9 日
（水） に発 表された。
既 に本年 7 月の「入学者選抜に関する要項」 で平成
4年度入学試験から分離・分割方式を採用し、一 部連
続方式を併用した新し い 方式の入学者選抜で実施 する
ことを発 表して い るが、 今回発 表された学生募集では、
A・前期日程とB ・後期日程別の検査日程とすると と
も に出願書 類を色分けするなど、受験生 に分かり 易い
よう工夫して作成された。
なお、学生募 集要項の概要は、次のとおり。
企 発表された平成4年度学生募集要項及び特別選抜学生募集要項
平成4年度富山大学学生募集要項（抜粋）
募 集 人 員 募 集人 員 に 含ま れ る
学 部 学 科 ・ 課 程 等 入学定員 A日程 前期日程 B日程 後期日程 特別 選 抜 の 募 集人 員
人 文 学 科 9 5  70 25 
〔前期日程〕人学
語 学 文 学 科 注2) 9 5  70 25 
推薦入学（10名程度）、帰国子女・社会人特別選抜（若干名）文 部
計 190 140 50 
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募 集 人 員 募 集人 員 に 含ま れ る
学部 学 科 ・ 課 程 等 入学定員 A日程 前期日程 B日程 後期日程 特 別 選 抜 の 募 集 人 員
小 学校教員養成課程 100 70 30  
教 中学校教員養成課程 50 50 〔A日程〕推薦入学（6名以内…理科、美術及び家庭の各専斑名以内）
育 養護学校教員養成課程 20 14 6 
益－見r- 幼稚園 教員養成課程 30 21 9 
部 情 報 教 育 課 程 40 30  10 〔前期日程〕推薦入学(10 名以内）
計 240 50 135 55 
昼コ 経 済 学 科 159 115 44 〔前期日程〕
経 間｜ 経 営 学 科 124 91 33 推薦入学（30 名以内）、帰国子女特別選抜（若干名）
主ス 経 営 法 学科 102 74 28 
済
計 385 280 105 
A寸Mー， 夜コ 経 済 学 科 20 20 〔 B日程〕
部
間｜ 経 営 学 科 20 20 推薦入学（20 名程度入社会人特別選抜（20 名程度）
主ス 経 営 法 学科 20 20 
言十 60 60 
注1) 言十 445 280 60 105 
数 ぶ寸込a一， 科 53 42 11 〔前期日程〕推薦入学(12名以内）、帰国子女特別居抜（若干名）
理 物 理 弓)Uユ， 科 47 35 12 〔前期日程〕帰国子女特別選抜 （ 若干名）
イヒ 子出皐． 科 43 3 0  13 〔前期日程〕帰国子女特別選抜 （ 若干名）弓,u三4 
生 物 A守L二ら 科 注2) 35 〔前期日程〕帰国子女・社 会人特別選抜 （若干名）20 15 
部 地 球 科 学 科 32 27 5 〔前期日程〕帰国子女特別選抜 （ 若干名）
計 210 154 56 
電子 情 報工学 科 132 92 40 〔前期日程〕推薦入学(19名以内）
工
機械システム工 学科 101 71 30 〔前期日程〕推薦入学 （15名以内〕
学 物 質 工 学 科 83 58 25 〔前期日程〕推薦入学 (12名以内）
部
化 学 生 物工 学 科 86 60 26 〔前期日程〕推薦入学 （12名以内）
5十 402 281 121 
メE与3、 計 1,487 50 990 60 387 
（注1) 1 経済学部の「昼間主コース」 とは、主として昼間 の授 業を履 修するコースであり、「夜間主コース」
とは、主として夜間 の授 業を履 修するコースですが、修業年限はと もに 4年です。
2 募 集人員の増員に ついて
本学は上記入学定員の増員 （人文学部語学文学科15名、理学部生 物 学科10 名） を計画しています。
平成 4年度予算 の関係で現在は未定ですが、 この詳細は政府予算案 の決定後 （平成 4年 1 月頃） 発 表
する予定ですので注意してくださ い。
(1) 実施方式・日 程
本学の入学者の選抜は、 連続方式（A日程・B日程） と分離・分割方式（ 前期日程・後期日程） を併用し て
行います。
学部、学科（課程）ごとの実施方式は次のとおりです。
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実 施 方 式 ・ 日 程
学
部
学
科 （ 課 程 ）
A 日 程 ｜ 教 育 学 部 ｜ 中学校教員養成課程
連 続 方 式
B 日 程
経 済 学 部 ｜ 経済学科、経営学科、経営法学科
「夜間主コース」
人 文 学 部 ｜ 人文学科、 語学文学科
｜ 小学校教員養成課程、養護学校教員養成課程
教 育 学 部 l
幼稚園 教員養成課程、情報教育課程
前期日程
後期日程
経 済 学 部 1｜ 経済学科、経営学科、経営法学科
「 昼間主コース」 ｜
理 学 部｜数学科、物理学科、化学科、生物学科、地球科学科
分離・分割方式
工 悼且，弓与 部
電子情報工学科、機械システム工 学科、物質工 学科、
化学生物 工学科
(2) 実施方式・日程聞の併願
① 志願者は、連続方式の 「A日程」グループ又は分離・分割方式の「前期日程」グルーフ。から一つ、連続方
式の「B日程」グループ又は分離・分割方式の「後期日程」グルーフ。から一つの合計二つの国公 立 大学・学
部 （ 私立 産業医科大学を含む。 以下同じ。 ）に出願することが でき ます。
したがって、併願が可能な方法は、次のとおりです。
「 A-BJ、「 A一後期」、 「前期－B」、 「前期一後期」
② 本学のA日程・前期日程の学部、学科 （ 課程）とB日程・後期日程の学部、学科 （ 課程）は、 併願する こ
とができ ます。
③ 本学を含む前期日程の大学・学部に合格し入学手続きを完了した場合は、本学のB日程又は後期日程の学
部、学 科 （ 課程）を受験しでもその合格者とはなれません。
次の いずれかに該当し、かっ平成 4年度大学入学者選抜大学入試センター試験 （ 以下「大学入試センター試験」
と いう。 ）にお いて、本学が指定した教科・科目 を受験した者
(1) 高等学校 を卒業した者 及び平成 4年3 月卒業見込みの者
(2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者 及び平成 4年3 月修了見込みの者
(3) 学校教育法施行規 則第69条の規定により高等学校 を卒業した者と同 等以上の学力があると認められる者 及び
平成 4年3 月31日 までにこれに該当する見込みの者
〈注） 大学入試センター試験の受験を 要する教科・科目 については、「 6 大学入試センター試験の受験を要
する教科・科目 」 を参照してくださ い。
平成 4 年1月22日（水） から1月31日（金） までに必着のこと。
受付は午前9 時から午後 5時まで。 ただし、土曜日の午後 及び日曜日は受け付けない。
(1) 入学者の選抜は、大学入試センター試験、本学の個別学力検査等、調査書及び健康診断を総合して行います。
(2 ) 本学は、 2段階選抜は行 いません。
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本学にお いて受験 を 要す る 教科 ・科目は 次 のと お り です 。
( 1 ) A日程 ・前期 日 程
学部 学 科 ・ 課程 等 受験 を 要 す る 教 科 ・ 科 目 名 受験を要する耕ヰ・科目数
人
国
人 文 弓µ与． 科 社 〔倫、 目、 世、 地理、 現社か ら 1 〕 （注 1 ) 文
ヲム比ー 数〔数I〕 5 教科 5 科目
語 学 文 学 科 理〔物、 化、 生、 地学、 理Iか ら 1 〕 （注3)部
外〔英、 独、 仏か ら 1 〕
教 小学 校教員養 成 課程
中学校 教員養 成 課程 国育
ヲふ孟4 与ヤ 養護学 校教員養成 課程 社 〔倫、 目、 世、 地 理、現社か ら 1 〕 （注 1 ) 
部 幼 稚 園教員養 成 課程 数〔 「数I」と 「数E、 工、 簿か ら 1 」〕 （注2 ) 5 教科 6 科 目情 報 教育課 程
経学 昼コ 経 済 学 科 理〔物、 化、 生、 地学、 理Iか ら 1 〕 （注3)
間｜ 経 営 学 科 外〔英、 独、 仏か ら 1 〕
済部 主ス 経 営 法 学 科
数 ぶヲ＂＇＂＇．ー 科 国数〔 「数I」と 「数E」〕理 生 物 �山f"' 科 4 教科 5 科 目
地 球 科 学 科 理〔物、 化、 生、 地学か らl〕外〔英、 独、 仏か ら 1 〕
守A比 与 国
物 理 AヲU ，ー 科 社 〔倫、 目、 世、 地理、 現社か ら 1 〕 （注 1 ) 
部 数〔 「数I」と 「数E」 〕 5 教科 6 科目
イヒ ぶ寸ミ息一． 科 理〔物、 化、 生、 地学か ら 1 〕
外〔英、 独、 仏か ら 1 〕
工 電 子 情 報 工 学 科 国
学 機 械システム工学科 数〔 「数IJと 「数E、 工、 簿か ら 1 」〕 （注2 ) 4 教科 5 科 目物 質 工 学 科 理〔物、 化、 生、 地学、 理Iか ら 1 〕 （注3)部 化学 生 物 工 学 科 外〔英、 独、 仏か ら 1 〕
（注） 1 .  「 現代社 会 」を選択解答でき る 者 は 、 高等学 校 の普通科 ・理数科 の卒業 （見込 み） 者 以外に限 る 。
2. 「工業数理」又 は 「 簿記 会計I・簿記 会計E」を 選択解答でき る 者 は 、 高等学 校 にお いて 「工 業 数 理」
又 は 「簿記 会計I・簿記 会計E」を 履修し た 者 及び文部大臣の指 定 を 受けた専修学 校高等 課程 の学科 の修
了 （見込み） 者 に限 る 。
3. 「 理科 I」を 選択解答でき る 者 は 、 高等学 校 の普通科 ・ 理数科 の卒業 （見 込 み） 者 以外に限 る 。
4 .  「 理科」 につ いて、 複数科 目を 受験 している 場合は高得点の科目を 利用す る 。
5 . 指定 さ れ た 教科 ・科目を 受験 していな い場合は 、 「 失格 」と す る 。
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(2) B 日 程 ・ 後期 日 程
学部 学 科 ・ 課 程 等 受験 を 要 す る 教 科 ・ 科 目 名 受験を妻する槻・科目数
人 国人 文 ザA以，ー 科 社 〔倫、 日 、 世、 地理、 現社か ら 1 〕 （注 1) 文 数〔数I〕 5教科5 科目
子Aム，.
雪回五口 A弓主！： 文 学 科 理〔物、 化、 生、 地学、 理Iか ら 1 〕 （注 3 )部 外〔英、 独、 仏か ら 1 〕
教 小学 校教員養 成 課 程 国社 〔倫、 目、 世、 地理、 現社か ら l 〕 （注 1) 育 養護学 校教員養成課程 数〔 「数I」と 「数E、 工、 簿か ら 1 」〕 （注2) 5 教科 6 科目ム子以与， 幼椎園教員養 成 課 程 理〔物、 化、 生、 地学、 理Iか ら 1 〕 （注 3 )部 情 報 教 育 課 明 外〔英、 独、 仏か ら 1 〕
思コ 経 済 学 科 国
経 間｜ 経 営 学 科 社 〔倫、 目、 世、 地理、 現社か ら 1 〕 （注 1) 3 教科 3 科目
主ス 経 営 法 学 科 外〔英、 独、 仏か ら 1 〕
済 国
A子... 
夜コ 経 済 学 科 社 〔倫、 目、 世、 地理、 現社か ら 1 〕 （注 1) 
間｜ 経 営 学 科 数〔 「数Ijと 「数E、 工、 簿か ら 1 」〕 （注 2 ) 5 教科 6 科目
部 主ス 経 営 法 学 科 理〔物、 化、 生、 地学、 理Iか らl〕 （注 3 )
外〔英、 独、 仏か ら 1 〕
国
社 〔倫、 目、 世、 地理、 現社か ら 1 〕 （注 1) 
数 寸,uニ4．ー 科 数〔 「数I」と 「数E」〕 5 教科 6 科目
理〔物、 化、 生、 地学、 か ら 1 〕
理 外〔英、 独、 仏か ら 1 〕
国
社 〔倫、 目、 世、 地理、 現社か ら 1 〕 （注1 ) 
物 理 学 科 数〔 「数I」と 「数E」〕 5 教科 6 科目
理〔物〕
外〔英、 独、 仏か ら 1 〕
み守ふ！： 数〔 「数I」と 「数E」〕
化 守，.，.，与－ 科 理〔物、 化、 生、 地学か ら 1 〕 3 教科 4 科目
外〔英、 独、 仏か ら 1 〕
国
生 物 A寸以ニ ，ー 科 数〔 「数I」と 「数E」〕 4 教科5 科目理〔物、 化か ら 1 〕
音日 外〔英、 独、 仏か ら 1 〕
国
地 球 科 Aテー以． 科 数〔 「数IJと 「数E」〕 4 教科5 科目理〔地学〕
外〔英、 独、 仏か ら 1 〕
工 電 子 情 報 工 学 科 国
ム子主4ー－ 機械システム 工学科 数〔 「数IJと 「数E、 工、 簿か ら 1 」〕 （注2) 4 教科5 科目
部 ヰ却 質 工
子A込んc 科 理〔物、 化、 生、 地学、 理Iか ら 1 〕 （注 3 )
化学 生 物 工 学 科 外〔英、 独、 仏か ら 1 〕
（注） 1 .  「現代社 会」を 選択解答で き る 者 は、 高等学 校 の普通科・理数科 の卒業 （見込 み） 者以外に限 る 。
2. 「工業数理」文は 「 簿記 会計I・簿記 会計E」を選択解答で き る 者 は、 高等学 校 にお いて「工業数理」
又 は 「 簿記 会計I・簿記 会計II jを 履修し た 者 及び文部大 臣 の指定を 受け た 専修学 校高等課程 の学科 の
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3 .  「理科I」を選択解答で き る 者 は 、 高等学校 の普通 科・理数科の卒業（見 込 み ） 者以外 に限る 。
4 .  「理科」につ いて、 複数科目を 受験 している 場合は高 得点の科目を 利 用 す る 。
5 . 指定 さ れ た 教科・科目を 受験 し ていな い場合は 、 「失格 」と す る 。
(1 )  提出さ れ た 調査 書文は 健康診断書によ り 審査 し 、 そ の結果 、 必要 と 認 め られ た 者 につ いて再診断を 実施 し ま
す 。
(2) 調査 書「健康 の状況」欄又 は 健康診断の記載 内容が事実と 相 違す る 場合は 、 入学許可を取 り 消 す こ と が あ り
ま す 。
な お 、 入学者 に対 し ては 4 月 上旬に健康診断を 行 い、 そ の結果、 修学に支障 が あ る と 認 め られ た者 は 、 休学
を 命ず る こ と が あ り ま す 。
(3) 健康診断の判定 は 、 次 のと お り 行 いま す 。
① 人文学部 ・教育学部 ・経済学部
疾病あ る いは 障 害を 理由と す る 不合格 の判定 は 行 わ な い。
② 理学部 ・工学部
入学後 の保健指導等 を 考 慮し でも な お 修学に耐 え が た いと 認 め られ る 疾病及び身体 的 機 能 障 害の者 は 、
入学を 許可し な いこ と が あ る 。
身体 に障 害（別 表参照） のあ る 入学志願者 は 、 受験 及び修学の際 に特 別 な 配慮を必要 と す る こ と が あ る ので 、
出願 に先立ち、 下記事 項を 記載 し た 協議申請書（様式 は 問 わ な い。 ） に医師 の診断書を 添 え 、 本学学生部入 試 課
入学試験 係と 協議を し てくださ い。 そ の結果 、 必要 な 場合は 、 本学にお いて志願者又 は 出身高等学校関 係者等 の
面談を 行 いま す 。
な お 、 協議 の期限後 に、 受験 及び修学の際 に特別 な 配慮を 必要 と す る こ と と な っ た 者 は 、 次 の② の連絡先 に問
い合わ せてくださ い。
・志望 の学部 ・学科（課程）
．障 害の種 類 ・程度
・受験 の際 に特 別 な 配慮を希望す る 事項
．修学の際 に特別 な 配慮を希望す る 事項
・高等学校で と られ ていた 措置 （担任教諭の所見 のあ る も の）
．日常生活 の状況
・そ の他参考 と な る 事項
① 協 議 の期 限
平成 4 年 1 月 10 日 （金 ） ま で
② 連 絡 先
富山大学学生部入試課入学試験 係
〒930 富山市五福3190番 地
電話 0764 ( 41 ) 1271 （代表）
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別 表
区 分 身 体 障 害 の 程 度
盲 者 1 . 両眼の矯正視 力が0 .1未満のも の
l強度 の弱視者
）
2. 両眼の矯正視 力が0 .1以上0 .3未満のも の又は視 力以外の視機能障 害が高度 のも ののうち、点字
を 含む 。 によ る 教育を必要 と す る も の又 は 将来 点字によ る 教育を必要 と す る こ と と なる と 認 め ら れ る も の
聾 者 1 . 両耳の聴力レベノレが100 デシベル以上のも の
［：：��
聴者
）
2 . 両耳の聴力レベルが100 デシベル未満60 デシ ベル以上のも ののうち、補聴器 の使 用 によ っ ても
通常 の話声を 解す る こ と が 不可能又は 著しく困難な程度 のも の
1. 体 幹の機能 の障 害が 、体 幹を 支持す る こ と が 不可能又 は 困難な程度 のも の
2 . 上肢の機能 の障 害が 、筆記をす る こ と が 不可能又 は 困難な程度 のも の
肢体不 3 . 下肢の機能 の障 害が 、歩行をす る こ と が 不可能 文は 困難な程度 のも の
自 由者 4 . 前 3 号 に掲げる も ののほか 、肢体 の機能 の障 害が こ れ ら と 同程度以上のも の
5 . 肢体 の機能 の障 害が前各号 に掲げる 程度 に達しないも ののうち、6 月 以上の医学的観察指導を
必要 と す る 程度 のも の
虚 弱 者 1 . 慢性 の胸部疾患、心臓疾患、腎臓疾患等 の状態が 6 月 以上の医療又 は生活規制を必要 と す る 程
［＝��
弱者を
）
度 のも の
2. 身体 虚弱の状態が 6 月 以上の生活規制を必要 と す る 程度 のも の
（学 校教育法施 行 令第22条の2 の規定 に準拠した 。）
本学で は 、個別学 力検査等 の出願状況 及ひo欠員補充の方法等 につ いて、次 のと お り テレ ホ ンサービス を 行 いま す 。
（本学へ の直接の問 い合わ せには 応じない。）
① 出 願 状 況 平成 4 年 1 月 23 日 （木） ～平成 4 年 2 月 2 日 （日 ）
② A 日 程 ・前期 日 程 欠員補充方法 平成 4 年 3 月 8 日 （日 ） ～平成 4 年 3 月 13 日 （金）
③ B 日 程 ・後期 日 程 欠員補充方法 平成 4 年 3 月 21日 （土） ～平成 4 年 3 月 27 日 （金）
④ 欠 員 補 充 状 況 平成 4 年 3 月 28 日 （土） ～平成 4 年 3 月 31日 （火）
電 話番 号 0764 (33) 2999 （通 話料は 有料です 。）
（注 〉 上記期間以外は 、テレ ホ ンサ ー ビス は 行 いま せん。
なお 、午後 6 時か ら 午後 8 時ま で の時間 帯は 、利 用 者 が 集 中 し、電 話が つなが ら ないこと も あ り
ま す ので 、注意 してくださ い。
' j d（；＇：さ欠員め；補充方法
入学手続 締切 日 （前期 日 程 にお いては 3 月 13 日 、A 日 程 ・B 日 程 及び後期 日 程 にお いては 3 月 27 日 ） に おいて、
入学手続 完了者数が各学部の募集人員に満た ない場合は 、3月28 日 から3月31日までの間に他の国公立大学に入
学手続きをしていない 者を対象として、追加合格による欠員補充を 行います。
追加合格 者には、電話等により連絡を 行い、資格及び入学の意志を確認のうえ、 文書による通知を 行います。
（注） 本 学 か ら 追加合格対象者 と して通知を 受け ても す で に、他の国公立大学 に入学手続 き を 完了 した 者 は 、
こ れ を取 り 消 して本 学 に入学手続 き を す る こ と は で き ない。
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平成3年度科学研究費補助金交付内定者
研 究 代 表 者
第327号
配 分 予 定 額（千円）
研 究 種目
所 属 職 氏名
研 庁プ恒t.. 課 題
平成3年度 平成 4年度 平成5 年度
般研 究 （c) 教育学部 助教授 諸岡 晴美
（政 令）
。 国家公務員宿舎法施行令の一部を 改正する
政令（ 280)
（省 令）
。 国家公務員宿舎法施行規則の一部を 改正す
る省令（大蔵42)
。 国家公務員等の旅費支給規程の一部を 改正
する省令（同43)
。 国立学校設置法施行規則の一部を 改正する
省令（文部42)
。 教育公務員特例法施行令第 1 条の規定に基
づき大学院に置かれる研究科の長を定める
省令の一部を 改正する省令（同43)
。 国立大学の学科 及び課程並びに講 座及び学
科目に関する省令の一部を 改正する省令
（同44)
（規 則）
。 人事院規 則16- 0 （職員の災害補償） の一
部を 改正する人事院規則（人事院16- 0 -
連続 的 及び 断続 的運動時における
スポ ツウェア素材の人体影響
1,5 00  。
9. 6 
9. 6 
9. 19 
1 0. 1 
10. 1 
10. 1 
9. 30 
（告 示）
。平成 4年度科学研究費補助金の課題を公募
する 件（文部99)
。 大学入学に関し専修学校高等課程につい て
文部大臣が個 別に指定した件（同107)
。 大学入学に関し文部大臣が個 別に指定した
専修学校高等課程につい てその課程 を廃止
した件（同108)
。 大学入学に関し文部大臣が個 別に指定した
専修学校高等課程につい てその名称 を平成
2年10月 1 日 から変更した 件（同109)
。 大学入学に関し文部大臣が個 別に指定した
専修学校 高等課程 につい てその名称 を平成
3年 4 月 1 日から変更した件（同110)
。 大学入学に関し文部大臣が個 別に指定した
専修学校高等課程につい てその名称 を平成
3年 6月 1 日 から変更した件（同1 1 1)
。 大学入学に関し文部大臣が個別に指定した
専修学校高等課程につい てその名称 を平成
3 年 6月20日 から変更した件（同1 12)
冬の省エネルギーに心掛けまし よ うII
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第1回教務委員会（9月 6 日〉
（審議事項）
(1) 学位記の様式等について
(2) その他
第4回事務協議会（9月9 日）
（議 題）
(1) 当面の諸問題について
第4回補導協議会（9月9 日）
（審議事項）
(1) 文化部会第1号委員（部会長） 及び第2 号委員
の選出について
体育部会第1号委員（部会長）の選出について
大学祭について
その他
(2) 
(3) 
(4) 
第3回発明委員会（9月10日）
（議 題）
(1) 発明の届出について
富山大学発明規則の改正（案）について(2) 
日内／臼日川口同UAE 議商館童日図
）
属項附事国議4審
川
第
（
CD- R O  Mについて
第4回大学院委員会（9 月13日）
（審議事項）
(1) 平成 4年度富山大学大学院人文科学研究科（修
土課程）学生募 集要項について
(2 ) 平成 4年度富山大学大学院理学研究科（修士 課
程） 及び工 学研究科（修士課程）入学試験合格者
の判定について
(3) 富山大学大学院理学研究科委員会規則の一部改
正（案）について
その他(3) 
第5回大学教育改善検討委員会（ 9月17日）
（議 題）
報 第327号
(1) 学部教育の教育課程（卒業 要件として必要な授
業科目、単位数、必修 ・選択の 別及び実施年次）
の編成について
その他(2) 
第5回入学試験管理委員会（9月17日）
（審議事項）
(1) 平成 4年度入学試験 問題作成委員について
(2) 富山大学入学者選抜健康診断判定基準（案）に
ついて
(3) 平成 4年度富山大学学生募 集要項（案）に つい
て
(4) 平成 5年度における入学者選抜第2 次試験の実
施方式・日程等について
富山大学入学試験管理委員会規則の一部改正に(5) 
ついて
第7 ＠）評議会（9 月2 0日）
（審議事項）
平成 4年度富山大学学生募 集要項について
平成 3年9 月卒業者の認定について
学位記の様式等について
富山大学学則の一部改正について
富山大学理学部規則の一部改正について
富山大学教養部規則の一部改正について
富山大学大学院理学研究科規則の一部改正につ
(1) 
(2) 
(3) 
(4) 
(5) 
(6) 
(7) 
いて
(8) その他
第3回部局長懇談会（9月20日 ）
（議 題）
(1) 平成 4年度文部省在外 研究員（若手教官）候補
者の推薦について
(2) その他
第1回事務電算化委員会（9 月25日〕
（議 題）
(2) 物 品管理事務システム の導入について
(2) その他
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第2回学寮補導委員会（ 9月27日）
（審議事項）
(1) 負担区 分 問題について
は） その他
品同十
第1回保健管理センター運営委員会(10月 8 日）
（審議事項）
(1) 平成3年度保健管理センタ一運営費予算 （案）
について
(2) 平成3年度保健管理センター業務計画（案） に
つい て
(3) その他
第3回学園ニュース編集委員会（10月14日）
（審議事項）
(1) 第74号 学園ニュースの編集について
(2) 第75号 学園ニュースの発行について
第6回大学教育改善検討委員会（10月15日）
（議 題）
(1) 中間報 告（案）について
(2) 教育課程の編成について
1 . 開設授 業科目の科目区分について
2 . 学部共通教育科目について
① 開設授 業科目 及び単位数
② 単位の計算方法
③ 授 業期間
④ 授 業を 行う 学生 数
⑤ 昼夜間講 制について
⑤ 「学部共通教育」実施 のため、連絡・調整
を 行う組織・構成について
(3) 組織・制度の改革について
(4) その他
第2回入学者選抜方法研究委員会（10月15日）
（審議事項）
(1) 第7期調査研究報 告書（案） につい て
(2) 第 8 期調査研究事項について
(3) 入試関係組織の見直しについて
は） その他
第5回大学院委員会（10月18日）
（審議事項）
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報 第327号
(1) 平成4年度富山大学大 学院経済学研究科（修土
課程）入 学試験合格者の判定について
(2) その他
第8回評議会（10月18日）
（審議事項）
(1) 平成3年9月卒業者の認定について
(2) 転 学部について
(3) 富山大学入学試験委員会規則の制定について
(4) 富山大学入 学試験実施 委員会規則の制定につい
て
(5) 富山大 学入 学者選抜方法研究委員会規則の一部
改正について
(6) 富山大 学自己点検・評価に関する検討委員会規
則（案） につい て
(7) その他
第2回国際交流委員会(10月18日）
（審議事項）
(1) 平成3年度富山大 学国 際交流事業基金第2 種招
へい 事 業（B） の採択について
(2) 富山大学国 際交流委員会留学生 部会内規の一部
改正について
(3) その他
第7回大学教育改善検討委員会（10月22日）
（議 題）
(1) 教育課程の編成について
(2) 組織・制度の改革について
(3) その他
第5回附属図書館商議会(IO月24日〉
（審議事項）
(1) CD- R O  Mについて
第3回水素同位体機能研究センター運営委員会
(10月24日）
（審議事項）
(1) 研究報 告について
(2) センター教員候補者の選考につい て
(3) その他
第8回大学教育改善検討委員会（10月29日）
平成 3 年 12月発行 品崎千・
（議
(1) 
(2) 
(3) 
題）
教育課程の編成につい て
組織・制度の改革につい て
その他
報 第327号
富山大学教育学部附属学校規則
の一部改正
富山大学教育学部附属学校 規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
平成3年1 0月18日
富山大学教育学部附属学校規則の一部 を改正
する規則
富山大学教育学部附属学校 規則l〔 昭和 41年 1 月1 7日
制定） の一部を次のように改正する。
第11条第1 項中「（ 幼稚園にあっては保育証書） 」
を「（ 幼稚園にあっては修了証書） 」に改める。
第12条第2 項を次のように改める。
2 納付した授 業料、入学料 及び検定料は還付しない。
ただし、次の各号のーに該当する場合には、 納付し
た者の申出により当該各号に定める額を還付する。
入学を許可されるときに授 業料を納付した者が、
） 唱‘，．‘（ 
(Blj添〉
（ 様式 3 )
富山大学長 小 黒千足
入学年度の前年度の3 月31日 までに入学を辞 退し
た場合 当該授 業料相当額
(2) 前期分 授 業料徴収の 際、後期分 授 業料を併せ て
納付した者が、後期分 授 業料の徴収時期前に休学
又は退学した場合 後期分 の授 業料相当額様式 3
を次のように改める。 （ �IJ添のとおり〉
附 員lj
この規則は、平成3年1 0月1 8日から施行し、 平成 3
年4月 1 日から適用する。
す 育 本
同る 課 園
第 程 イ彦
号フ、wロ./ 
を お 元
号
氏
｛産 け 了
τEコヨ 了 る 名
年 し
一一 一一 年 証
た 年
月
」、， 保 月 書
と 育
回 日 を の 生日証 教
砂富山大学教育学部附属学校規則の改正理由
1 「国 立 の学校における 授 業 料その他 の費用に
関する省令」並びに「 国 立 学校 の 授 業 料等免除 2 
及び徴収猶予取扱要領」の一部改正に伴い 、 所
要事項を改める。
その他 字句を整理する。
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富山大学国際交流委員会留学生
部会内規の一部改正
富山大学国 際交流委員会留学生 部 会内規の一 部を改正する内規次のとおり制定する 。
平成3年10月18日
富山大学国際交流委員会留学 生部会内規
の一部を改正する内規
富山大学国際交流委員 会留学生部会内規 （ 昭和62年
7 月17日 制定） の一部を次のように改正する。
第2 条中第3号を第5 号とし、第2 号の次に次の二
号を加える。
(3) 留学生専門教育担当教官
(4) 日本語・日本事情担当教官
第2 条に次の一項を加える。
2 前項第3号 及び第4号の委員は、当該学部等の長
の推薦に基づき、学長が命ずる。
＠＂＂®＠.＜＞勘定泡岨四＂＂＇官同B
附 則
富山大学長 小黒千足
この内規は、平成3年10月18日から実施 する。
砂富山大学国際交流委員会留学 生部会内規の改正理由
留学生専門教育担当教官 及び日本語 ・日本事情
担当教官を留学生部会委員に加え、増加傾向にあ
る留学生の対応について充実を 図るため、 所 要事
項を改める。
レクリエーション
平成3年度教職員文化展
本学レクリエーション委員 会文化部 会と文部省共済
組合富山大学支部の共催により、去る10月30日（水）か
ら11月 1日（金）までの3日間にわたって黒田講 堂 会議
室 ・エントランス ホールにおいて、平成3年度教職員
文化展が開催されました。
本学教職員 及びその家族から出品された華道 16点、
手芸35 点、書道 17点、絵画 16点、写真 19点 及び盆景5
点、計約 100点が 会場一杯に展示さ れ、出展者の多彩
な趣味 ・特技に多くの教職員が目 を見張っていました。
たて
また、昼食時には茶道班により抹茶の点出しがある
等、大変好評を博した文化展となりました。
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くバドミントン大会＞
晶..... ザ・ 報
｜学内レクリエーシヨン｜
第327号
く野球大会＞
本学レクリエーショ ン委員 会 体育部会バドミントン
班と文部省共済組合富山大学支部共催による平成3年
度学 内バドミントン大会が、去る1 0月19日（ 土）本学 第
3 体育 館にお い て約 65名の参加者を得て、熱戦が繰り
広げられました。
本学レクリエーショ ン委員会 体育部会野球班と文部
省共済組合富山大学支部共催による平成3年度部局対
抗野球大会が、平成3年9 月17日から平成3年10月31
日 の問、本学グランドで熱戦が繰り広げられました。
なお、成績は次のとおりでした。
なお、成績は次のとおりでした。 （優 勝） 工学部チ ーム
（優 勝） 教養部チ ーム （次 勝） 経済学部・附属図書館チ ーム
（ 次 勝） 工学部チ ーム
＠＂＇酎官級同＠$官邸泌泥沼崎包沼崎®@IJll'田輸省：＠岨市同町田岨泥沼＇＂＂®
海外渡航者
＠＂＇眠＂＂＂＇®＠$包副知包＂＇＂＇。包沼崎包泡揖市宮崎由抑留。師印胴＠岨市
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
3. 9. 12 
外国 出 張 人文学部 教 授 矢津 英一 ソビ エト 連 邦 ロシアにおける農奴劇場の研究
3. 9. 29 
第2回ガンマ線観測科学研究集会
に出席し、太陽フレア時の陽子 3 .  9. 22 
，， 教 授 坂井 純一 アメリカ合衆国 の加速機構についての研究成果を
発 表する。 また、アメリカ航空宇 3. 1 0. 6 
宙局にて、研究・討論を行う。
研究資料の収集及び国際シンポジ 3. 9. 23 
工 学 部 助教授 北野 博巳 連 合 王 国 ウム「スペシャリティー・ポリマドイツ 連邦共和国 ーズ’91 」 に出席し研究発表を行 3. 1 0. 3 
つ。
連 ぷci 王 国 3. 9. 26 
教 養 部 助教授 鈴木 孝志 イ タ ア ジェイムズ・ジョイス研究
フ フ ン ス 4. 7. 25 
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渡航の種類 所 属 職
水素同位体
外 国 出 張 機能研究 教 授
センター
，， 文部技官
工 学 部 教 授
人文 学部 助教授
理 学 部 教 授
，， 助 手
，， 教 授
工 学 部 教 授
経済学部 教 授
教育 学部
附属養護 教 諭
学校
海外 研修旅行 経済学部 助教授
教育 学部 助教授
経済学部 助教授
工 学 部 助教授
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氏 名
渡辺 国昭
三宅 均
長谷川 淳
磯部 d彰h広ノ
広岡 公夫
酒井 英男
杉田 吉充
宮下 尚
中藤 康俊
酒井 義久
西村 秀二
神川 康子
長久 良一
石原 外美
品..... 
-+- 報
渡 航 先 国
アメリカ合衆国
，， 
アメリカ合衆国
中華人民共和国
イ ン ド
ノノ
アメリカ合衆国
中華人民共和国
中華人民共和国
アメリカ合衆国
ドイツ、 イタリア
フ フ ン ス
香 港
フ フ ン ス
アメリカ合衆国
中華人民共和国
第327号
目 的 期 間
第4回卜リ チウムに関する国際会 3. 9. 28 
議に出席及びサンディア国立研究
所トリチウム施設の視察 3. 10. 9 
II ノノ
第4回トリチウムに 関する国際会 3. 9. 28 
議に出席及びサンディア国立研究
所トリ チウム施設を視察 し、 研究 3. 10. 9 情報の収集を行う。
3. 9. 30 
中園地方劇の研究
3. 10. 15 
インド半島マハナディ地溝帯及び 3. 10. 12 
ゴダパリ地溝帯の地史とプレート
テクトニクスの研究 3. 11. 9 
／／ ，， 
アメリカ電気化学会主催に関する 3. 10. 13 シンポジウムに参加及びシリコン
結晶の欠陥制御に関しての情報 交 3. 10. 25 換
日中化学 工学学術会議に出席及び 3. 10. 23 
研究資料の収集、研究動向の調査
を行う 。 3. 11.  1 
環日本海経済 交流に関する調査研 3. 10. 24 
qプb1.. 3. 1 0. 29 
諸外国の教育 、文化の実情を視察 3. 10. 25 
し国際的視野に立って識見 及び教
職に対する誇りと自覚を 高める。 3. 11 . 18 
監獄及び薬物 濫用者治療センター 3. 9. 16 
等の調査及び資料収集 3. 9. 20  
3. 9. 20  
世界睡眠学会議出席のため
3. 9. 27 
（期間変更） 2. 9. 30  
引き続き 、研究に従事するため 4. 9. 29 
第4回アジ ア一太平洋材料強度評 3. 1 0. 6 価に関する国際会議に出席 し 研究
発表を行うととも に研究施設の視
察及び研究討論を行う。 3. 10. 17 
平成 3 年 12月発行
渡航の種類 所 属 職
海外研修旅行 教養 部 教 授
〈
教養 部 講 師
〉
部
宮け
間
学
鞠
刊
儲
育
矧
ゆ
新
教
士んい官向田刀口
事務補佐員 池 田 由紀子
（理科教室）
教育学部附属学校
教
臨時用務員 梅 田 智 子
（作業員 ）
養
講 師 早 川 英治郎
（ 数 学 ）
講 師 横 畑 泰 志
（生物学）
氏 名
桂木 健次
上 野 隆三
井比寸・ 報
渡 航 先 国 目 的
第3回エントロピ一応用 学会にお
中華人民共和国 いて発表及び共同研究の打合せの
ため
中華人民共和国 三国文化検討会に出席及び中国語教材の資料収集
職 員 消 息
間判 即
鞠
市
E23 
叫咽
館
員
パリ
書
佐
保
司
補
覧
〈住所変更〉
人文学 部
子吉小原
助 教 授 北 村 純 一
（ドイツ語 学）
教育 学 部
文 部事務官 市 橋 希代子
（会計係）
〈住所表示変更〉
経済学 部
助 手 山 上 嘉 江
（応用経営）
〈電話番号変更〉
経済学 部
教 授 藤 森 英 男
（比較経済論）
第327号
期 間
3. 10. 25 
3. 11. 7 
3. 10. 26 
3. 11. 14 
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@oo'宅起揮官e.urtを＂＂酌包泡�暗E
お 知 ら せ
＠岨泥沼00包泡揮官砲店泥，，， 県営糧血肺宙＂＂抽
｜｜ 授業料の納付方法の変更について II
平成 4 年 度 か ら 授 業料の納付 方法 が、 従来 の学部の窓 口 で の納付か ら 、 納入告知書 に よ る 銀 行納付 に変わ り ま す。
こ れ は 、 学生 の利 便 、 事務の合 理化・ 簡素 化並びに 現金 取扱 いの際 の事 故防止等 を 目 的 に 実施 さ れ る も ので す 。
な お 、 そ の概 要 は 次 のと お り で す 。
｜ 納入告知書による授業料の納付方法の概要
1 . 実 施開 始 時期
平成 4 年度前期分授 業料 （平成 4 年 4 月 ） か ら 実施す る 。
2 . 納入告知書 の送付
納入告知書 （銀 行等へ払 い込 む た め の用 紙 ） を毎年 4 月 1 日 （前期分授 業料） 及び10月 l 日 （後期分授 業料）
付 け で 、 学生名 のあ て名 で保証人住所へ郵送 す る 。 な お 、 納入告知 書 を 保証人に 送付す る と 支 障が あ る 場合 は 、
学生 の現住所へ郵送 す る 。
3 . 納付 方法等
(1） 納付 方法
納入告知書 に所定 の授 業料を 添 え て、 最 寄 り の銀 行又 は信 用 金庫等 の窓 口 で納付 さ せる 。
(2) 納付期限
納入告知書 に記載 の納付期限 ま で に納付 さ せる 。
前期分授 業料 4 月 末 日
後期分授 業料 10月 末 日
(3) 1 年間分 の授 業料納入 方法 （一括納付 方法 ）
前期分授 業料納付 の際 に 、 一括 し て後期 分授 業料の納付を希望 す る 場合 は 、 後期分 も 併 せて納付 さ せる こ と
がで き る 。
こ れ を希望す る 場合 は 、 当 該学部等 の会計担 当 係に 申 し 出る こ と と し 、 後 日 後期分授 業料の納入告知 書 を 送
付す る 。
な お 、 下記 4 の（2）以外は 、 後期分授 業料を 返還 で き な いので 留意 す る 必要 が あ る 。
4 . 授 業料免除申 請 中 の学生 の取扱 い等
(1) 納付済 み の授 業料は 、 下記（2） に 該 当 す る 場合以外は返還す る こ と が で き な い。 し た が っ て、 授 業料免除 申 請
中 の学生 は 、 授 業料減免選考 の審査結果がで る ま で納付 し な いよ う 注意す る 必要 が あ る 。
な お 、 こ の場合 は納入告知書 の発送 を 保留す る が、 手続 き の行 き 違 いで送付 さ れ た 場合 は 、 授 業料を銀 行 等
に 払 い込 ま ず に 納入告知書 を 当 該学部等 の会計担 当 係に 返送 さ せる 。
(2) 前期分授 業料の納付 の際 に 、 後期分授 業料を 併 せて一括納付 し た 学生が、 後期分授 業料徴 収時期 前 に 休学又
は退学 し た場合 は 、 申 出に よ り 後期 分授 業料相 当 額 を返還す る 。
(3) 休学又 は退学 の予定 が あ る 場合 は 、 あ ら か じ め 当 該学部等 の学務担 当 係に 連絡 さ せる 。 こ の場合 の納付金額
に つ いては 、 別 に 指示す る 。
5 . 住所変更 の届 出
納入告知書 の未着を防 ぐ た め 、 学生 の現住所又 は保証人 の現住所 が変 わ っ た場合 は 、 速 や か に 当該学部等 の学
務担当 係に 届 け 出る 。
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9 月 4 日
6 日
8 日
9 日
9 ～ 13 日
10 日
12 日
13 日
14 日
17 日
17～26 日
18 日
18～20 日
19 日
19～20 日
20 日
24 日
部
平成 3 年度全 国公務員レ ク リ エーシ ョ ン共
同 行事富山地区 ソ フ トボール大 会 （於 ： 常
願寺川 公 園 ）
第 1 回 教務委 員会
文部省 共済組 合富山 地区 共同 事 業体育大 会
（於 ：富山商船高等専門学校 ）
第4 回 事務協議 会
第4 回 補導協議 会
平成 3 年度東海 ・北陸 地区 国立学校等 会計
事務職 員研修 （於 ： 名 古屋大学）
第3 回 発明委 員会
富山消 防署 査 察
第4 回大学院委 員会
第15回北陸 地区 会計事務担 当 者連絡協 議 会
（於 ： 金 沢大学）
公開講座 「 地球環境 を 考 え る 」 開講
（～ 1 1 月 30 日 ま で 10回 ）
平成 3 年度学 内硬式庭球大 会
第5 回大学教育改善検 討委 員会
第5回入学試験管 理委 員会
平成 3 年度部局 対抗 野 球大 会 （～10月31 日 ）
第37田 中部地区 中堅 係員研修 （ 於 ： 名 古 匡
合同庁舎 2 号館 ）
部課長 会議
第 1 団 体育部会
平成 3 年度 国立学校事務電算 化講習 会 （於 ．
富士通関西 シ ス テ ム ラ ボ ラ ト リ）
会計係長 会議
平成 3 年度東海 ・北陸 地区管 理事務協 議 会
及び第50回 東 海 ・北陸 地区 国立学校等 庶務
部課長 会議 （於 ：富山医科薬科大学）
第7回評議 会
第3回部局長懇談 会
第42回文部省 会計事務特別 研修 （ ～ 1 0月 9
日 ） （於 ： 国立 オ リンピ ッ ク 記念青 少 年 総
合セ ンタ ）ー
第5 回 国際交流委 員会留学生部会
報
24～25 日
25 日
26 日
26～27 日
27 日
28 日
29 日
30 日
10月
l ～ 4 日
1 ～ 9 日
3 ～ 4 日
7 日
8 日
9 日
14 日
15 日
16 日
第327号
国立学校土 地有効活 用 検 討状況等実 地調査
大学教育 改善検討委 員会専門委 員会
第 1 回 事務電算 化委 員会
第26回東海 ・北陸 地区 国立大学事務局 長 会
議 （於 ： 名古屋工業大学）
平成 3 年度大学広報 セ ミ ナ ー （西 日 本 地区）
（於 ： 大阪 フ ェスティ パlレ ・リサ イタ ル ホー
Jレ）
第29団体育系 サーク ノレリーダー研修会 （於 ：
山 野 ス ポー ツセ ンタ ）ー
第2 回学寮 補導委 員会
平成 3 年度学 内釣大 会 （於 ：富山新港 ）
平成 3 年度 共済組 合主催事 業 （ 地引 き 網 ）
外 国人留学生と の懇談 会 （於 ： 国 立 若 狭 湾
少年 自 然、 の家） （～ 10月 1 日 ）
平成 3 年度富山 地区 国立学校事務電算 化要
員養成 研修会 （～10月 4 日 ）
平成 3 年度 国立学校等課長 （事務長 ） 補佐
研修 （於 ： 国立 オ リンピ ッ ク 記念青少年総
合セ ンタ ）ー
平成 3 年度学 内物品定期検査
平成 3 年度東海 ・北陸 ・近畿 地区 国立学校
広報 ・文書 研究協議 会 （於 ： N T T 東 海 セ
ミ ナ ーセ ンタ ）ー
第27回41大学経 理部長 会議 （於 ： 佐賀大学）
第12回全 国 国立大学学生部長協議 会 （ 於 ：
ホ テル ポールス タ 札ー幌）
高等学校長協 会と 大学と の懇談 会
第51回東 海 ・北陸 地区 国立大学等施設部課
長 会議 （於 ： 金沢大学）
第 1 回保健管 理セ ンタ 運ー営委 員会
健康保険 ・厚生年金保険関 係事務実 地調査
胃 検 診 ・肝機能検査 ・中性脂肪 ・貧血検査
第3回学園 ニ ュ スー編 集委 員会
第6 回大学教育改善検 討委 員会
胃 検診 ・肝機能検査 ・中性脂肪 ・貧血検査
第2 回 入学者選抜方法 研究委 員会
部課長 会議
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国際交流委員 会学術交流 部 会 6 日 事務連絡 会
17 日 胃 検診 ・ 肝機能 検査 ・ 中性脂肪 ・ 貧血 検査 9 日 学部将来計画委 員会
18 日 第5回大学院委員 会 11日 教授 会
第8回評議 会 教授 会 （人事 ）
第2回 国際交流委員 会 人文 科学 研究 科委 員会
胃 検診 ・ 肝機能 検査 ・ 中性脂肪 ・ 貧血 検査 13 日 係長 会議
19 日 学 内ノぜ ド ミ ン ト ン 大 会 18 日 係長 会議
21日 心電図 検査 ・ 血圧測定 ・ 尿 検査 25 日 教授 会
21～23 日 文部省 会計実地監査 人文 科学 研究 科委 員会
21～30 日 平成 3 年度北陸地区 国立学校事務電 算 化担 拡大教務委 員会
当 職員 研修会 （於 ： 辰 口 共同 研修セ ン タ 一、 30 日 係長 会議
金 沢大学） 10月 4 日 係長 会議
22 日 第7回大学教育改善 検討委員 会 8 日 物品 の 定期 検査
23～24 日 中園地方教育 行政官来学 9 日 学部教務委 員会
23～25 日 平成 3 年度 国立大学事 務長 研修 教授 会
（於 ： 国立教育 会館） 教授 会 （人事 ）
24 日 心電図 検査 ・ 血圧測定 ・ 尿 検査 11日 学部拡大教務委員 会
婦人科 検診 ・ 乳房 検診 専門教育課程移行者 オ リ エンテー シ ョ ン
24～25 日 第27回 国立41大学庶務部長 会議 （ 於 ： 東 京 14 日 後学期授 業開始
学芸大学） 16 日 第14回17大学人文系学部事務長 会 議 （ 於 ：
富山大学温窓 会レ ク リ ェ ーシ ョ ン （氷見 ） 琉球大学）
第54回 国立大学学 生部 次長協議 会 17～18 日 第35回17大学人文系学部長 会議 （ 於 ： 琉 球
（於 ； 高知 新阪急 ホ テル） 大学）
25 日 心電図 検査 ・ 血圧測定 ・ 尿 検査 21日 学部 補導委 員会
26～27 日 経 理部 レ ク リ ェ ーシ ョ ン （輪 島 ） 23 日 学部将来計画 委 員会
28～31 日 平成 3 年度東海 ・ 北陸地区 国立学校 等 係長 24 日 学部入学者選抜方法 検討委 員会
研修 （於 ： 静 岡 公立学校 共済組 合 「 た ち 学部 ソ フ ト ボ ー ル ・ バ レーボ ー ル大 会
ば な 会館」 ） 30 日 教授 会
29 日 第8回大学教育改善 検討委員 会 学部将来計画委 員会
心電図 検査 ・ 血圧測定 ・ 尿 検査
富山 県留学 生等交流推進 会議 運営委 員会 教 育 学 部 ｜
30 日 平成 3 年度教職 員文 化展 （～11月 1 日 ）
31 日 15大学事務局長 会議 （於 ： 九州工 業大 学 ） 9 月 2 日 附 属養護学校第2 学期始 業式
（～11月 1 日 ） 附属幼稚園第2 学期始 業式
第49回東海 ・ 北陸地区 国立大学長 会議 （於 ： 2 ～ 4 日 教員養 成実地指導 （事 前指導 ）
福井医 科大学） （～ 1 1 月 1 日 ） 4 日 教育実習運営協議 会
5 日 学部将来計画委 員会
人 文 学 部 i 9 日 学部図書委 員会
11日 入学者選抜方法 検討委 員会
9 月 4 日 時間割 担 当 者会議 学部教務・ 補導 合同 委 員会
学部教務委 員会 学部教務委員 会
入学者選抜方法 検討委 員会 教授 会
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人事 教授 会 23～24 日 日 本教育大学協 会 ・ 全 国 国立大学附 属学校
18 日 人事 教授 会 連盟 ・ 全 国 国立大学附属学校 P T A 連 合北
26 日 大学院設置準備委 員会 信越 地区協議 会 （於 ： 金沢大学教育学部附
26～27 日 平成 3 年度北陸 地区教員養成学部事務長協 属 小 ・ 中学校）
議 会（於 ： 信州大学） 24 日 紀要編 集 委 員会
10月 1 日 附属学校運営委 員会 24～25 日 日 本教育大学協 会北陸 地区 会社 会科部門 研
1 ～ 2 日 日 本教育大学協 会北陸 地区 会 国語 ・ 書道 科 究協議 会 （於 ： 新潟大学）
合同研究協議 会（於 ： 佐渡） 29 日 予算委 員会
2 日 人事 教授 会 30 日 大学院設置準備委 員会
4 日 学部将来計画委 員会 学部将来計画委 員会
物品定 期 検査 拡大学部将来計画委 員会
4 ～ 5 日 日 本教育大学協 会北陸 地区 会外 国語 部門 研 31日 附属 幼稚園教育 研究 会
究協議 会 （於 ： 上越教育大学）
7 日 学部図 書委 員会 経 済 学 部 ｜
7 ～ 9 日 日 本体育学会第42回大 会（於 ： 本学）
8 ～ 9 日 日 本教育大学協 会学長 ・ 学部長等連絡 協 議 9 月 2 日 授 業再開
会 （於 ： 箱根） 4 日 学部教務委 員会
11日 学部補導委 員会 学部入学方法 検討委 員会
学部教務・ 補導委 員会 人事 教授 会
学部教務委 員会 教授 会
教授 会 学部補導委 員会
人事 教授 会 7 日 学部前学期授 業終了
日 本教育大学協 会全 国教育実 習 研究部門 理 10 日 防火対策委 員会
事 会 ・ 総 会 ・ 研究協議 会 （於 ： 兵庫教育 大 1 1 日 学部教育改善 検討委 員会
学） 大学院経済学研究 科委 員会小委 員会
12 日 平成 3 年度 日 本教育大学協 会研究 集 会（於 ： 大学院経済学研究 科委 員会
兵庫教育大学） 12 日 富山消 防署立入 検査
17～18 日 平成 3 年度教育学部学生 合宿 研修（秋季） 係長 会議
（於 ： 国立立 山少年 自 然 の家） 13 日 夜間主 コ スー運営委 員会
秋 季 全 国国立大学教育学部長 会議 （於 ： 熊 14 日 大学院経済学研究 科前学期授 業終了
本大学） 18 日 助手 室 業務運営委 員会
日 本教育大学協 会北陸 地区 会 理科部門 研究 係長 会議
協議 会（於 ： 上越 教育大学） 24 日 各 種委 員選考委 員会
18～ 19 日 日 本教育大学協 会北陸 地区 会音楽部門 研究 学部教育改善 検討委 員会
協議 会 （於 ： 上越教育大学） 25 日 学部教務委 員会
日 本教育大学協 会北陸 地区 会保健体育部門 人事 教授 会
研究協 議 会 （於 ： 上越教育大学） 教授 会
21日 後学期 授 業開始 30 日 学部入学方法 検討委 員会（持 ち回 り ）
22 日 文部省 会計実 地監 査 10月 1 日 学位記授与式
全 国国立大学附属学校連盟北信越 地区副 校 3 日 平成 3 年度 物品 の定期 検査
園長 会 （於 ： 和倉 温泉） 転学部・ 転学科出願者選考委 員会
23 日 学部補導委 員会 8 日 平成 4 年度大学院経済学研究 科 （ 修士課程）
- 25 -
平成 3 年 12月 発行 品.：；. 報 第327号
入学試験 理学研究科委員 会
9 日 学部教務委員 会 人事教授 会
学部入学方法 検討委員 会 11日 専門教育課程移行者 オ リ エ ンテー シ ョ ン
人事教授 会 14 日 後学期授 業開始
教授 会 16 日 学部将来計画委員 会
11日 専門教育課程移行者 オ リ エ ンテー シ ョ ン 22 日 学部 補導委員 会
外国人留学生懇談 会 24 日 国立22大学理学部長 会議 （K K R 東京竹橋）
14 日 後学期授 業開 始 25 日 第9 回 国立大学理学部長 会議 （K K R 東 京
学部教育改善 検討委員 会 竹橋）
16 日 平成 4 年度大学院経済学研究科 （修士課程）
入学試験 合格者選考委員 会 ｜ 工 ヲA砧与 部
大半院経済学研究科委員 会
日 本海経済研究所運営委 員 会 9 月 2 日 係長連絡 会
18～19 日 第7 回 国立12大学経済 ・経営学部 教官 懇 談 3 ～ 4 日 大学院工学研究科入学試験
会 （於 ： 小樽商科大学） 5 日 学部入学試験 検討委員 会
23 日 教授 会 拡大教務委員 会
25 日 学部 補導委員 会 9 日 学部教務委員 会
30 日 学部教育改善 検討委員 会 10 日 学部入学試験 検討委員 会
31日 係長 会議 11日 教授 会
工学研究科委員 会
理 AすムLι 専門教授 会
工場運営委員 会
9 月 4 日 入試改善委員 会 12 日 学部 共通機器 運営委員 会
学部教務委員 会 18 日 学部運営委員 会
教育改革問題等懇談 会 学部 自 己評価等委員 会
5 ～ 6 日 大学院 理学研究科 （修士課程） 入学者 選 抜 20 日 教育用 端末利用委員 会
試験 学部 補導委員 会
6 日 事務連絡 会 21日 前学期 授 業終了
9 日 学部図書委員 会 25 日 学部施設整備委員 会
11日 教授 会 概要編 集委員 会
人事教授 会 30 日 係長連絡 会
理学研究科委員 会 10月 1 日 物品定期 検査
13 日 係長 会議 3 ～ 4 日 第15回 国立大学47工学系学部長 会議 （ 於 ：
18 日 学部 図書委員 会 山形大学）
大学院構想懇談 会 8 日 学部入学試験 検討委員 会
係長 会議 学部教務委員 会
19 日 交通安全講習 会 9 日 学部拡大教務委員 会
30 日 係長 会議 学部教務委員 会
10月 4 日 教育改革問題等懇談 会 教授 会
係長 会議 工学研究科委員 会
8 日 物品 の定期 検査 専任教授 会
9 日 教授 会 11日 専門教育課程移 行者オリエンテー シ ョ ン
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交通安全講習 会 将来計画委 員会
14 日 後学期授 業開始 17 日 健康診断 （胃 検診 ・ 血液 検査）
14～ 15 日 第24回 北陸信越 地区 国立大学工学部長 会議 22 日 文部省 会計監査
（於 ：福井大学） 将来計画委 員会
16 日 学部教務委 員会 23 日 将来計画 委 員会
学部概要編 集委 員会 26～27 日 親 和会 レ ク リ ェ ーシ ョ ン（於 ： 能登 方面 〉
学部自 己評価等委 員会 29 日 健康診断 （心電図 ・ 血圧測定 及 び 尿 検査）
22 日 文部省 会計監査 30 日 人事 教授 会
23～24 日 中 国地方教育 行政官 研修のた め 訪 問 教授 会
24 日 学部補導委 員会
28 日 博士課程設置準備委 員会 附 属 図 書 館
29～30 日 第44回 国立大学工学系事務長 会議 （於 － 岡
山大学） 9 月 6 日 北陸 地区 国立大学附 属 図書館 シス テ ム 担 当
30 日 学部入学試験 検討委 員会 者打 合せ会（於 金沢大学附属 図書館）
選考委 員会 10 日 係長連絡 会
教授 会 12 日 第4 回 附 属 図書館商議 会
富 山 消 防署査察
教 養 部 10月 2 日 物品 定期 検査
3 日 係長連絡 会
9 月 2 日 内 地 ・ 在外 研究 員に 関 す る 委員 会 22～23 日 平成 3 年度北信越 地区国立大学 図 書 館
3 日 教務委 員会 研修会 （於 福井 医 科大学附属 図書館）
4 日 人事 教授 会 23 日 係長連絡 会
教授 会 24 日 第5 回附属図書館商議 会
10 日 将来計画委 員会
12 日 富 山消 防署立入 検査 水 素 同 位体機能 研究 セ ンタ ー
前学期末試験 （昼 間主）
17 日 将来計画委 員会 9 月 3 日 機種選定委 員会（一般設備）
前学期末試験 （夜 間主） 10 日 人文学部、 理学部、 教養部及 び水 素 同 位 体
26 日 施設整備委 員会 機能 研究 セ ンタ ー 防 火管 理内 規 に 基 づ く 定
将来計画委 員会 期 査 察
27 日 予算委員 会 12 日 富 山 消 防署査察
10月 10月 25 6 R • I 教育訓練
2 ～ 3 日 12大学教養部長 ・ 事務長連絡 会議 （於 ： 弘 3 1 日 平成 3 年度第3 回 水 素 同 位体機能 研究 セ ン
前大学） タ 運ー営委 員会
3 日 将来計画委 員会
7 日 物品定期 検査 地域共 同研究 セ ンタ ー I 
8 日 教務委 員会
予算委 員会 9 月 5 日 先端技術 研修バ イ オ コ スー （～ 12 日 ）
教授 会 18 日 先端技術 研修新素 材コ ース （～27 日 ）
14日 後学期授 業開始 （昼間主 ・ 夜間主 コ スー） 20 日 先端技術 研修情報処 理コ ー ス （～27 日 ）
教務委 員会 24 日 経富者 研究者交流 会実 行委員 会
16 日 補導委 員会 （於 ： 富 山技術開発財団）
- 27 
平成 3 年 12月 発行 品...... 」守二
10月 2 日 人事 院 ・文部省関 係者視察
17～18 日 第3 回 国立大学 共同研究セ ン タ ー 長 会議
（於 ： 神戸大学）
22 日 先端企 業見学研修
23～24 日 中 園 地方教育 行政官 研修視察
｜ 保健管 理セ ン タ ー
9 月
25～26 日 全 国大学保健管 理研究集 会
（於 ： 広 島 国際 会議場）
27 日 国立大学保健管 理施設協議 会
（於 ： 山口 大学）
10月 8 日 第1 回保健管 理セ ン タ ー 運営委 員 会
14～ 15 日 胃 検診 及び 血液 検査
17～18 日 胃 検診 及び血液 検査
21 日 循環器 検診 及び尿 検査
24～25 日 循環器 検診 及び尿 検査
29 日 循環器 検診 及び尿 検査
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